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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、近年の中国自動車産業の発展過程を、多国籍自動車企業の分業体制の形成過程として、すなわち、
一方における多国籍自動車企業の参入と、他方における広範な関連領域を包含する自動車分業体制の形成が中
国においてどのように展開されてきたのか、いわば、多国籍企業論と分業論の統合という視角から中国自動車
産業の発展過程を総合的に理論化するという、これまでにない意欲的かつ創造的な論文である。 
本論文は、序章、終章を含め全８章から構成されている。第 1 章では、分業の本源的意義、多国籍分業論、
自動車企業の分業論について、古典理論から現代理論に至る詳細な先行研究レビューを行い、現代自動車企業
の分業論としての位置づけを明確にしている。第２章では、欧米日韓多国籍自動車企業の中国参入の歴史的プ
ロセスとその特質を、中国自動車企業の発展過程との関連で解明し、第３章において、これら多国籍自動車企
業が、部品供給、販売、アフターサービスなど、どのようにして国際・国内分業体制を構築したか、そのプロ
セスを個別企業の事例をもとに詳細に分析している。オリジナリティのある優れた章となっている。第４章は、
主要な多国籍自動車企業の中国展開の特質についての多数の事例研究に当てられており、とりわけ上海ＶＷに
ついて、その分業構造と管理体制が詳細に分析されている。第５章では、以上のような多国籍自動車企業の展
開が中国自動車産業にもたらしたものは何かについて、これを技術発達、雇用と人材育成、生産システム、収
益などから分析した上で、事業展開の成功例と失敗例について比較研究を行っている。第６章は、WTO 加盟以
降の産業環境の変化と多国籍自動車企業の対応について分析する。すなわち、第１に、2004年「新自動車産業
政策」と多国籍自動車企業の分業構造へのインパクト、第２に、環境政策の変化と多国籍自動車企業の戦略車
展開、第３に、民営中国企業の台頭と中国自動車企業の国際展開など、多国籍自動車企業の事業展開に質的変
化が現れ始めていることに注目する。そして、結論として、Ｔ型フォードに始まる第１の変動、1960年代のヨ
ーロッパにおいて展開された「製品の多様化」をめぐる第２の変動、リーン生産方式による第３の変動、これ
ら３つの変動に続く第４の変動が21世紀の遅くない時期に中国で起こるであろうと展望するのである。 
以上が本論文の要旨であるが、本論文の評価されるべき点は、第１に、分析のフレームワークにおけるスケ
ールの大きさである。著者は、中国に展開する多国籍自動車企業が、一般の企業、自動車企業、多国籍企業と
いう３つの性格を有することをふまえ、これらを古典から現代への理論的枠組みの中で、分業論、自動車産業
論、多国籍企業論の統合的展開として位置づけ、中国における多国籍自動車企業の分業体制の形成・展開のプ
ロセス、中国自動車産業の発達過程と現状、そして中国の政策的課題にいたる広範な領域をこうしたフレーム
ワークから一つの論文にまとめ上げた意義は大きい。第２に、こうした研究には高度の理論的研究と実態研究
とが求められるが、先行研究分析を始め、本論文の理論的水準は高く、また欧米日韓多国籍自動車企業の比較
研究がきわめて詳細に行われるなど、本論文全般にわたって著者の研究の幅と水準の高さを読みとることがで
きる。第３に、事例研究を重視し、多くの箇所で事例による説明がなされ、分業体制が具体的に理解し易くな
っている。とりわけ、上海ＶＷ、第一汽車ＶＷの実態調査に基づく実証研究は高く評価できる。 
なお、問題点を挙げるとすれば、本論文のスケールが大きいことが、逆に議論するべき課題を若干広げすぎ
ていることである。しかしながら、その点が本論文の価値に関わることがないことはいうまでもない。以上、
審議の結果、審査委員会は、一致して本論文が博士（商学）授与に値すると判定した。 
